
「第１回沖縄県緩和ケア研修会 2013」  主催 ハートライフ病院  

平成２５年６月１日（土）２日（日）　    アンケート結果＜対象３２名中、３２名（全員回答）＞
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回答数 23 9 0 20 12 0 19 12 0 22 10 0 27 5 0 24 7 0 21 10 0 20 11 0 16 15 0 4 12 1 11 8 6 15 15 9 12 16 4 0 0 4 13 14 1 0 1 5 22 4 0 1 6 23 2 0 7 15 9 1 0 24 7 1 0 0 23 7 2 0 0

回答率（％） 70 27 0 61 36 0 58 36 0 67 30 0 82 15 0 73 21 0 64 30 0 61 33 0 48 45 0 12 36 3 33 24 18 45 45 27 36 48 12 0 0 12 39 42 3 0 3 15 67 12 0 3 18 70 6 0 21 45 27 3 0 73 21 3 0 0 70 21 6 0 0

「第１回沖縄県緩和ケア研修会 2013」  主催 ハートライフ病院  

アンケート結果＜対象３２名中、３２名（全員回答）＞

（7）他の医師にも参加を
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（2） 作業量について
（3） 作業量に比べて時間

はどうだったか
（4）難易度はどうか

（５）積極的に参加できた
か

設問３ 今回のセミナー全般的評価

消化器症状 精神症状 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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（６）ファシリテーターの仕
事ぶりについて

設問１  今回のワークショップにおける各項目について

がん性疼痛事
例検討
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設問２ 興味をもったもの
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緩和ケア概論 がん性疼痛

理解 緩和ケア概論について 理解 がん性疼痛について 理解 がん性疼痛事例検討 理解ｵﾋﾟｵｲﾄﾞを開始するとき ふつ 理解呼吸困難について
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ご意見・ご感想
※ 文字だけのスライドが目立つと思う。 ※　 スライドを読み合わせているだけの時間が長かった。要点をピックアップし、演者の裁量で色々な話が出来ると良いなと思いました。
※ 他施設との交流が出来て有意義であった。 ※　 スライドを読むだけでは眠くなるので、薬剤師たちの実体験を話すとか気分転換があっても良かったと思う。
※ 小グループは固定しても良いのでは。 ※　 ２日間（９時～18時）はやはりつらいです。すぐに臨床に役立ちそうです。
※　 参加費をとってもいいのではないか。 ※　 ワークショップ、ロールプレイでグループが変わるので、アイスブレーキングの効果がもったいない。
※　 普段の診療とは関係ないことが多いセミナーであったが、大変勉強になりました。自分が出来ることがもう少しないか、考えてみます。 ※　 がんと宣告された時には、演じているとはいえ医師の目を見ることが出来ないくらいショックでした。今後はより親身になって対応できると思います。
※　 内容は素晴らしかったです。 ※　 講師によってはご本人の経験を踏まえて有意義なものにされている先生がいた反面、そのまま棒読みの先生もいらした。せっかくなので、もう少しその先生らしさを出して頂いてもよいと思った。
※　 時間が長い。 ※　 全体的に勉強になった。色々な方がいらしたので、交流の場があるともっと楽しかった。
※　 とても良かった。他病院、他科の医師の話、ナースの意見が聞けて良かった。 ※　 勉強できて大変良かったです。
※　 やはり時間がながい。 ※　 ２日間とても大変でしたが、今回参加させていただきとても満足のいく内容でした。他の医師にも勧めたいと思います。
※　 プレテストの解答はセミナーの途中で出来ませんか？自由にディスカッションして下さいと言われても厳しいなと思うところもありました。　経験の差などがある。 ※　 医師の立場と患者さんへ関われる範囲が少し理解でき、看護師としてできる役割を見直すことが出来た。患者さんから情報を多く集め、医師へフィードバック出来たらよいチーム医療へつながると思います
※　 有意義な研修でした。 ※　 時間が長い。もう少し、先生方とも気軽にお話ししたかった。
※　 連続90分、120分のセッションは長すぎると思います。 ※　 血液内科分野での緩和ケアの介入方法が難しく悩みどころです。血液分野の緩和ケアの介入方法をもっと知りたかった。
※　 各テーマとも単にスライドをなぞるだけではなく、積極的な講義をして頂き、面白かったです。 ※　 各セクションにおいて事前に相談したり、事項をアンケートをとる方式も良いかと思います。
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